
秋田県の現状
 秋田県には世界遺産の白神山地が
あることや，山が沢山あることから自然
豊かであり、私たちは緑と共存して生
活している．
 また，緑を守る活動も積極的に行われ
ている．
 よって，光や風，断熱性を利用して電
化製品を極力使わないカフェを目指
す．

コロナウイルスと私たち
 現在も新型コロナウイルスは勢力を弱め
ることなく，私たちの生活に大きな影響を
与えている．特に，密となる行動が感染者
を大きくさせていることから，マスクの着用
だけでなく部屋の換気が重要視されるよ
うになった．
 よって，開閉できるものを用いることで外
の空気を取り入れ，中の空気を排出でき
ることを目指す．

環境に優しく開放感のある空間

ロフトを作ることにより北側に吹き抜けが生まれ，北側に大
きな窓を作ることで夏でも柔らかい日差しを取り入れるこ
とができる．
 また，バルコニーから風を取り込むことで換気も期待する
ことができる．ロフト部分の天井高が高いため植物を植え
ることもできる．

木造ラーメン構造

接合部を強くするために金
物を用いたハイブリッド木
造にしている．2階部分は
耐力壁によって壁式にして
いる．
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スギを活用した縦ログ構法

100×100mmの
ログ材を縦に重ね
合わせている．ドア
が重くならないよう
に空気層を設ける．

 大きな開口部に窓をつけるのではなく
開閉式の縦ログパネルを用いることで
パネルを閉めた時の断熱性が期待でき
る．
 また，スギ製材を多く活用することがで
きる．

半屋外空間

１階部分は開閉式のパネルを用いることで開放
感のある空間を作っている．
 また，吹き抜けや大きなバルコニーを設けること
で半屋外空間を確保している．
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[外観パース]
縮尺: 1:50
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[内観パース]
縮尺: 1:250
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[内観パース]
縮尺: 1:250
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[平面図兼配置図]
縮尺: 1:200
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私の地元である旧稲川町はバスは２時間に１本あればいい方，
最寄り駅までも１５分，場所によってはそれ以上かかるというほど
交通の便が悪い．図書館も１０時〜１９時と空いている時間も短く，
誰かと教え合うような空間 はない．また，小学生の吹奏楽部による
定期演奏会やピアノの発表会などのイベントごとでも使用する
ため，使えない日も出てくるということもあり，家以外の場所で
勉強するとなると車なしでは行動できないような場所といえる．
ふらっと行けるような場所にちょっと遅くまでやっているような
学習スペースがあればよかったなと当時のことを振り返ると
思うので，今回の設計をするに至った．

敷地概要
今回設定した敷地は，稲川体育館の前にある，現在は
木が生えていて特に使われていない敷地である．
稲川体育館は部活動のために小学生や中学生が よく
使っている．また，奥にある改善センターでは現在はコロナ
ワクチンの接種会場となっているが，以前は地域の
イベント会場として使われていた．コロナ禍が終わり，
以前の日常を取り戻したとき，学生だけでなく大人の方も
利用できる空間が求められると言える．

個人学習スペース「ひよこ」
この個人学習スペースは一人で静かに勉強したい人向けの
スペースとなっている．机は一人一人仕切られており，周りを
気にすることなく集中できる空間になっている．

グループ学習スペース「うさぎ」
グループで勉強したい，何か作業したい，そういった人向けの
スペースとなっている．学習スペースなので，勉強するのは
もちろん，地域の人が集まって手芸をしたり，保護者が集まって
会議をしたり，様々な用途に使うことができる．また，動かせる
テーブルにすることで，大人数で使う時はテーブルをつなぎ
合わせて大きなテーブルとして使うこともできる．

[内観パース]
縮尺: 1:250
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カフェ「なまけもの」
この周辺にはスーパーやドラッグストア，食堂が２つくらいで，
若者が入りやすいような飲食店がない．このカフェは
若者向けを意識しつつ，すぐそばにある稲川庁舎に勤める人，
周辺の施設を利用した地域の高齢者でもふらっと入りやすい
ような飲食店になることを目指した． 
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通しボルト

桁

土台 ログ材

まちの中の森小屋
縦ログ構法でつくる多目的空間
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B' A-A'断面図　1:50 B-B'断面図　1:50

内観パース
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